
漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
し
た

区
域
の
名
称

損
失
補
償
を
行
う
期
間

損
失
補
償
申
請
書
を
提
出
す
べ
き

時
期

佐
多
対
空
射
場
水
域

（
鹿
児
島
県
肝
属
郡
南
大
隅
町
佐
多
辺
塚

地
先
）

（
平
成
二
十
三
年
六
月
三
日
防
衛
省
告
示

第
百
三
十
六
号
）

平
成
二
十
三
年
六
月
十
日
か

ら
同
年
八
月
三
十
一
日
ま
で

平
成
二
十
三
年
九
月
一
日
か
ら
同

年
十
一
月
三
十
日
ま
で

静
内
対
空
射
場
水
域

（
北
海
道
日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
浦
和

地
先
）

（
平
成
二
十
三
年
七
月
八
日
防
衛
省
告
示

第
百
六
十
四
号
）

平
成
二
十
三
年
七
月
十
六
日

か
ら
同
年
九
月
二
十
五
日
ま

で

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
六
日
か

ら
同
年
十
二
月
二
十
六
日
ま
で

平成™š年Ÿ月™™日 月曜日 第œ�™š号官 報
〇
経
済
産
業
省

環

境

省
告
示
第
八
号

特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
再
商
品
化
等
業
務
を
行
う
法
人
で
あ
る
財
団
法
人
家
電
製
品
協
会
か
ら
、
住
所
及
び

事
務
所
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

環
境
大
臣

江
田

五
月

一

変
更
後
の
財
団
法
人
家
電
製
品
協
会
の
住
所
及
び
事
務
所
所
在
地

東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
三
丁
目
７
番
１
号

二

変
更
日

平
成
二
十
三
年
八
月
十
六
日

〇
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環

境

省
告
示
第
百
四
十
二
号

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
経
済
産
業
省

国
土
交
通
省

環

境

省
令
第
一
号
）
第
十
九

条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
八
日
次
の
と
お
り
少
数
生
産
車
の
型
式
に
つ
い
て
の
承
認
を

取
り
消
し
た
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日

経
済
産
業
大
臣

海
江
田
万
里

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

環
境
大
臣

江
田

五
月

承
認
番
号

特
定
特
殊
自
動
車
の

車
名
及
び
型
式

承
認
事
業
者
の
氏
名
又
は

名
称

承
認
事
業
者
の
住
所

Ｎ
Ｓ
`
1
3
0
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
9
6

メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ
ル
ズ
・

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

神
奈
川
県
横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
１
丁
目
1
4番

地
1
1号

Ｎ
Ｓ
`
1
5
3
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
0
6

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
1
7
3
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
1
0
0

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
1
7
4
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
2
1
3

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
1
7
5
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
2
5

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
1
7
6
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
4
0

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
1
7
7
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ

Ｌ
Ｔ

3
0
0Ｇ

Ｐ

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
2
0
6
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｓ
Ｔ
1
7
1

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
2
0
7
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｓ
Ｔ
3
5
2

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
3
5
7
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｓ
Ｔ
2
7
2

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
3
7
0
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
1
1
0

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
3
7
1
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ

Ｌ
Ｔ

2
0
0Ｈ

Ｐ

〃
〃

Ｎ
Ｓ
`
3
7
2
メ
ッ
ツ
ォ
・
ミ
ネ
ラ

ル
ズ
Ｌ
Ｔ
1
1
6

〃
〃

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
九
号

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
第
八
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
漁
船
の
操
業
の
制

限
等
に
伴
う
損
失
補
償
を
行
う
期
間
及
び
損
失
補
償
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
三
百
四
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

下
保

修

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

十

七

号

前
橋
市
大
手
町
一
丁
目
七
四
番
か
ら
同
市
大
手
町
二
丁
目
五
三
番

三
ま
で

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
高

崎
河
川
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
五
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
協
議
が
成
立
し
た
の
で
、
同
条
第

六
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
書
は
、
東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山
形
河
川
国
道
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日

東
北
地
方
整
備
局
長

徳
山
日
出
男

一

道
路
の
種
類
及
び
路
線
名

道
路
の
位
置

一
般
国
道

四
十
八
号

山
形
県
東
根
市
大
字
関
山
字
女
長
坂
地
先
か
ら
天
童
市
大
字
久
野
本
字
旦
原
地
先
ま

で

二

他
の
工
作
物
の
管
理
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏

名

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

田
中

孝
司

住

所

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
三
丁
目
十
番
十
号

三

他
の
工
作
物
の
管
理
者
が
行
う
道
路
の
管
理
の
内
容

道
路
管
理
者
が
道
路
管
理
の
用
に
供
す
る
た
め
設
置
し
て
い
る
道
路
附
属
物
で
あ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
の
う

ち
、
本
協
定
に
基
づ
き
他
の
工
作
物
管
理
者
と
道
路
管
理
者
の
兼
用
工
作
物
と
な
る
芯
線
に
断
線
、
不
通
な
ど
が
な

く
、
正
常
な
通
信
状
態
に
あ
る
こ
と
の
確
認

四

管
理
の
期
間

平
成
二
十
三
年
八
月
四
日
か
ら
本
協
定
の
存
続
す
る
日
ま
で

Ÿ
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